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平
成
十
八
年
度

轄
馬
岳
遭
鰹
会
報
告

群
馬
県
山
岳
連
醒

会
長
　
星
野
　
　
光

群
馬
県
山
岳
連
盟
平
成
十
八
年
度
総

会
は
、
五
月
二
十
八
日
　
（
日
）
　
午
後
六

時
か
ら
前
橋
市
上
毛
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

今
年
度
総
会
は
、
役
員
改
選
期
に
当

た
り
、
去
る
五
月
十
日
　
（
水
）
　
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
推
薦
さ
れ
た
、

平
成
十
八
・
十
九
年
度
役
員
案
が
佐
藤

光
由
理
事
長
に
よ
っ
て
報
告
・
提
案
さ

れ
、
拍
手
多
数
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

星
野
光
会
長
　
（
沼
田
山
岳
会
）
　
を
は

じ
め
、
羽
野
順
一
副
会
長
　
（
墳
町
山
の

会
）
、
角
田
二
三
男
副
会
長
（
高
体
連
登

山
専
門
部
）
、
中
曽
根
弘
文
顧
問
、
小
林

次
郎
氏
　
（
群
馬
登
商
会
）
　
ら
二
十
二
名

の
参
与
、
監
事
の
竹
山
繁
男
　
（
酵
馬
独

峰
会
）
・
水
野
金
太
郎
（
沼
田
山
岳
会
）

両
氏
、
そ
し
て
佐
藤
光
由
理
事
長
　
（
醇

馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）
、
小
林
達
也
副
理
事

長
（
高
体
連
登
山
専
門
部
）
、
八
木
原
因

明
氏
　
（
鞋
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）
　
他
常
任

理
事
九
名
、
理
事
三
十
九
名
、
評
議
員

三
十
二
名
、
更
に
、
特
別
会
員
の
須
田

啓
美
　
（
醇
馬
県
観
光
局
観
光
国
際
課

長
）
・
清
水
邦
夫
　
（
轄
馬
県
教
育
委
員

会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
長
）
　
の
両

氏
、
そ
し
て
事
務
局
長
の
女
屋
等
志
氏

と
事
務
局
員
の
千
明
政
彦
氏
　
（
と
も
に

辞
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）
　
の
再
任
が
承
認

さ
れ
た
。

議
事
に
先
立
っ
て
星
野
会
長
が
、
近

年
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ボ
ー
ド
が
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
自
然
の
中
で
錬
磨
す

る
登
山
活
動
を
心
か
け
て
ほ
し
い
と
挨

拶
し
、
ま
た
、
中
曽
根
弘
文
顧
問
に
代

わ
っ
て
秘
書
山
崎
氏
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

議
案
審
議
は
平
成
十
七
年
度
事
業
報

告
か
ら
始
ま
り
、
女
屋
事
務
局
長
が
総

会
議
案
書
に
従
っ
て
、
総
務
部
・
編
集

部
・
遭
難
対
策
部
・
登
山
指
導
部
・
国

体
部
・
海
外
登
山
部
・
自
然
保
護
部
・

事
業
部
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
の
各
部
に

わ
た
っ
て
説
明
を
行
い
、
ま
た
、
表
彰

受
賞
等
お
よ
び
後
援
名
義
承
認
等
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。
引
き
続
い
て
平
成
十

七
年
度
収
支
決
算
報
告
、
同
基
金
調
書
、

競
技
力
対
策
事
業
収
支
決
算
書
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
が
、
基
金
調
書
に

つ
い
て
は
質
問
に
答
え
て
、
遭
難
防
止

対
策
基
金
と
辞
馬
の
山
基
金
に
つ
い
て

説
明
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
水
野
監
事
か
ら
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
た
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、

一
括
し
て
拍
手
多
数
で
議
案
書
通
り
承

認
さ
れ
た
。

次
に
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
、

同
行
事
一
覧
表
、
ま
た
、
平
成
十
八
年

度
収
支
予
算
、
同
補
助
金
等
の
内
訳
に

つ
い
て
女
屋
事
務
局
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

一
括
審
議
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
も
議
案
書

通
り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
議
事
で
は
、
二
〇
〇
七
年

岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
品
募
集
に
つ
い

て
長
谷
川
勇
事
業
部
長
か
ら
応
募
協
力

に
つ
い
て
要
請
が
あ
り
、
ま
た
、
指
導

委
員
会
総
会
が
四
月
二
十
五
日
に
開
催

さ
れ
、
役
員
改
選
の
結
果
、
吉
田
直
人

委
員
長
、
久
保
田
一
美
・
高
橋
守
男
・

角
田
守
副
委
員
長
の
新
体
制
が
発
足
し

た
こ
と
が
阿
部
源
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
、

ま
た
、
『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
掲
載
の
た
め
の

「
加
盟
団
体
紹
介
」
　
の
原
稿
に
つ
い
て
編

集
部
福
田
純
一
理
事
か
ら
提
出
依
頼
が

あ
っ
た
。
国
体
部
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部

を
合
わ
せ
た
競
技
部
設
立
に
つ
い
て
、

堀
越
利
通
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
長
の
提
案

が
あ
っ
た
か
、
理
事
会
で
協
議
す
る
こ

と
と
し
た
。
田
中
成
幸
参
与
か
ら
国
体

山
岳
競
技
の
選
手
強
化
、
競
技
力
向
上

に
予
算
を
か
け
て
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
提
言
が
あ
り
、
こ

れ
に
関
連
し
て
、
国
体
山
岳
競
技
会
の

方
向
性
と
山
岳
会
の
登
山
活
動
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
、
星
野
光
会
長
、
田
中

成
幸
・
水
野
金
太
郎
参
与
、
八
木
原
因

明
・
松
永
幸
雄
常
任
理
事
ら
に
よ
り
熱

心
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
総
会
終
了

後
、
岳
連
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
和
や
か

な
歓
談
の
時
が
持
た
れ
た
。

《
轄
馬
県
山
岳
連
盟
参
与
》
　
（
敬
称
略
）

小
林
次
郎
　
（
登
商
会
）
、
石
井
謙
一
郎

〈
伊
勢
崎
）
、
田
中
成
幸
（
登
商
会
）
、
渋

澤
真
一
（
墳
）
、
中
原
正
喜
（
ミ
ヤ
マ
）
、

月
岡
武
久
（
星
稜
）
、
寺
島
鉄
雄
（
松
井

田
）
、
吉
田
茂
作
、
田
中
拙
僧
（
鵬
翔
）
、

五
十
嵐
一
夫
（
墳
）
、
太
田
忠
行
（
独
峰
）
、

池
澤
常
平
（
青
空
）
、
加
藤
藤
夫
（
富
士

重
工
）
、
堀
口
貞
夫
　
（
登
商
会
）
、
樋
口

宗
平
　
（
桐
生
）
、
水
野
金
太
郎
　
（
沼
田
）
、

惇
田
正
也
　
（
高
体
連
）
、
冨
山
　
真
（
太

田
）
、
大
澤
　
清
　
（
高
体
連
）
、
中
澤
安

信
（
伊
勢
崎
）
、
牛
久
保
　
拓
（
伊
勢
崎
）
、

井
下
隆
弘
　
（
伊
勢
崎
）

《
平
成
十
八
年
度
主
要
事
業
計
画
》

一
、
遭
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の

遭
難
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
、
救
助
活
動
お
よ
び
救
助
隊
の

技
術
の
向
上
の
た
め
訓
練
を
行
う
。
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二
、
国
民
体
育
大
会
へ
の
参
加
と
選
手

強
化第

六
十
一
回
国
体
山
岳
競
技
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
（
栃
木
県
）
　
へ
の
参

加
と
、
「
に
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
　
（
兵

庫
県
）
　
で
好
成
績
を
目
標
と
す
る
選

手
強
化
を
推
進
す
る
。

三
、
日
山
協
主
催
行
事
等
へ
の
参
加
と

各
会
の
交
流

日
山
協
行
事
等
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
各
会
と
の
交
流
を
深
め
、
研

修
会
等
を
通
じ
て
技
術
の
向
上
、
岳

人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
高
揚
を
図
る
。

四
、
美
化
活
動
等
市
民
運
動
へ
の
参
加

尾
瀬
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
お
よ

び
谷
川
岳
等
の
美
化
活
動
等
の
推
進

に
協
力
す
る
。

五
、
岳
連
会
報
の
発
行

『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
　
の
発
行
を
通
じ
、

会
員
相
互
の
結
び
つ
き
と
啓
発
を
図

る。
六
、
海
外
登
山
の
実
施

第
十
次
群
馬
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

を
計
画
す
る
。

七
、
第
十
七
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山
競

争
大
会
の
開
催

辞
馬
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
昇

お
よ
び
三
枝
照
雄
両
氏
の
業
績
を
後

世
ま
で
伝
え
る
た
め
、
登
山
の
基
本

で
あ
る
体
力
を
競
い
合
い
、
登
山
の

啓
蒙
、
普
及
、
発
展
の
一
助
と
す
る

登
山
競
争
大
会
を
開
催
す
る
。

期
日
　
九
月
二
十
四
日
　
（
日
）

会
場
　
武
尊
山
　
〈
利
根
郡
川
場
村
）

八
、
第
二
十
二
回
轄
馬
県
民
の
日
記
念

事
業
「
第
二
十
九
回
県
民
登
山
大
会
」

の
開
催「

県
民
の
日
」
　
制
定
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
一
般
県
民
か
ら
参
加

者
を
募
集
し
、
県
民
登
山
大
会
を
開

催
す
る
。

期
日
　
十
月
二
十
二
日
　
（
日
）

会
場
　
沼
田
市
玉
原
高
原
、
鹿
俣
山
、

尼
禿
山

九
、
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開
催

指
導
員
会
お
よ
び
遭
難
救
助
隊
が

主
管
し
て
、
一
般
会
員
を
対
象
に
登

山
技
術
講
習
会
を
開
催
し
、
併
せ
て

指
導
員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
研
修
会
を
開
催
す
る
。

十
、
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
十
九
年
版
山
岳

写
真
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
頒
布
な
ど

の
事
業
を
行
い
、
自
主
財
源
を
確
保

する。

十
一
、
山
岳
資
料
館
資
料
の
提
供

利
根
郡
み
な
か
み
町
に
計
画
さ
れ

て
い
る
　
「
山
岳
資
料
館
」
　
に
展
示
す

る
山
岳
資
料
を
提
供
す
る
。

平
成
十
八
年
度
　
輔
馬
県
民
体
育
大
会
第
二
部

山
岳
競
技
会
報
告

群
馬
岳
連
国
体
部

川
　
島
　
　
勉

四
月
二
十
二
日
　
（
土
）
・
二
十
三
日

（
目
）
　
の
両
目
、
少
年
男
子
・
女
子
、
成

年
男
子
・
女
子
の
国
体
の
県
予
選
が
行

わ
れ
た
。
二
十
二
日
は
縦
走
競
技
が
水

沢
山
で
、
二
十
三
日
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
が
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
で
そ
れ

ぞ
れ
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
少
年
男

子
が
三
十
六
名
、
少
年
女
子
が
九
名
、

成
年
男
子
が
八
名
、
女
子
が
六
名
で
あ

っ
た
。
今
年
は
特
に
少
年
男
子
の
参
加

者
が
多
く
、
近
年
、
参
加
者
の
減
少
が

続
い
て
い
た
の
で
喜
ば
し
い
傾
向
で
あ

る。

二
十
二
日
は
ま
ず
ま
ず
の
天
候
で
、

男
子
が
先
に
ス
タ
ー
ト
し
、
五
分
後
に

女
子
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
成
年
男
子
の

鏑
木
毅
・
松
本
大
両
氏
の
走
り
は
素
晴

ら
し
く
、
松
本
氏
が
一
位
に
な
っ
た
も

の
の
二
位
鏑
木
氏
も
そ
の
差
は
僅
差
で

あ
り
、
今
年
も
本
国
体
で
の
活
躍
を
予

感
さ
せ
た
。
少
年
男
子
で
は
渋
川
高
校

の
剣
持
好
司
君
が
ト
ッ
プ
、
二
位
が
同

じ
く
渋
川
高
校
の
青
木
大
輔
君
、
三
位

が
沼
田
高
校
の
田
口
修
一
君
で
あ
っ
た
。

青
木
君
は
昨
年
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
の

選
手
で
あ
り
、
今
年
も
ま
た
期
待
が
で

き
そ
う
だ
。
三
位
田
口
君
も
同
様
に
昨

年
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
の
選
手
で
あ

り
、
し
か
も
昨
年
の
三
枝
杯
の
優
勝
者

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
選
手
も
健
闘
し
、

今
後
に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
っ
た
。
少

年
女
子
は
沼
田
女
子
高
校
勢
が
上
位
を

占
め
た
中
で
、
高
崎
工
業
高
校
の
　
〈
た

か
し
）
　
亜
美
さ
ん
が
意
地
の
走
り
を
見

せ
た
。
成
年
女
子
で
は
、
初
出
場
の
武

井
早
紀
さ
ん
が
一
位
に
な
り
、
今
後
大

き
な
戦
力
と
な
り
そ
う
だ
。

続
く
二
十
三
日
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競

技
が
行
わ
れ
た
。
少
年
男
子
で
は
高
崎

工
業
高
校
の
白
石
裕
也
君
が
一
位
、
同

じ
く
商
工
の
南
本
憲
孝
君
が
二
位
と
高

崎
工
業
高
校
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。
少

年
女
子
で
は
、
前
橋
女
子
高
校
の
長
谷

川
美
鈴
さ
ん
が
一
年
生
な
が
ら
一
位
と

な
り
、
〝
新
星
現
る
〟
　
の
感
が
あ
り
今
後

大
い
に
期
待
で
き
そ
う
だ
。
二
位
西
山

亜
里
沙
さ
ん
も
経
験
豊
富
で
あ
り
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
通
過
の
期
待
が
大
い

に
膨
ら
む
。
ま
た
、
成
年
女
子
で
は
ウ

ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ

る
柘
植
氏
の
奥
さ
ん
文
代
さ
ん
が
初
出

場
し
、
縦
走
競
技
が
な
く
な
る
二
年
後

に
向
け
て
重
要
な
戦
力
と
な
る
だ
ろ
う
。

圧
巻
は
、
成
年
男
子
の
決
勝
で
あ
っ
た
。

少
数
な
が
ら
大
変
レ
ベ
ル
の
高
い
予
選

を
通
過
し
た
選
手
の
中
で
も
、
昨
年
度

の
国
体
選
手
で
あ
る
富
澤
太
郎
氏
と
一

昨
年
ま
で
少
年
男
子
の
選
手
と
し
て
活

躍
し
た
堀
込
悟
氏
と
の
一
騎
打
ち
的
な

様
相
を
呈
し
た
。
息
の
詰
ま
る
よ
う
な

雰
囲
気
の
中
二
人
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

見
守
っ
た
。
結
果
は
僅
差
で
富
澤
氏
が

一
位
と
な
っ
た
が
、
非
常
に
レ
ベ
ル
の

高
い
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
な
っ
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
二
年
後
の
大
分
大

会
か
ら
は
縦
走
競
技
が
な
く
な
り
、
リ

ー
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
ボ
ル
ダ
ー
リ
ン

グ
の
二
種
目
と
な
り
、
選
手
も
三
名
か

ら
二
名
と
な
る
。
今
ま
で
醇
馬
は
縦
走

競
技
を
中
心
に
国
体
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
き
た
。
鏑
木
・
松
本
両
氏
の
活

躍
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
二
人
の
国
体
で
の

活
躍
も
来
年
ま
で
と
な
る
。
群
馬
の
国

体
強
化
も
今
後
大
き
く
舵
を
切
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
。
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
競
技
人
口
を
い
か
に
増

や
す
か
、
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
を

ど
う
す
る
か
、
そ
し
て
三
年
後
に
く
る

関
プ
ロ
の
会
場
を
ど
う
す
る
か
等
々
問

題
も
多
い
。
と
り
あ
え
ず
、
今
年
の
県

予
選
は
無
事
終
了
し
、
大
変
中
身
の
濃

い
も
の
で
あ
っ
た
。
是
非
関
プ
ロ
を
通

過
し
、
選
手
た
ち
の
本
国
体
で
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
。
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上
毛
カ
ル
タ
に
　
「
登
る
榛
名
の
キ
ャ

ン
プ
村
」
　
の
一
枚
が
あ
る
。
こ
れ
は
榛

名
湖
畔
に
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
そ
の
周

辺
の
施
設
の
こ
と
を
言
う
ら
し
い
が
、

そ
の
施
設
が
ど
れ
ほ
ど
活
用
さ
れ
て
い

る
の
か
は
与
り
知
ら
な
い
。
十
年
ほ
ど

前
に
は
榛
名
富
士
の
北
側
に
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
が
お
目
見
え
し
た
が
、
こ
ち

ら
は
結
構
、
稼
働
率
が
高
く
盛
況
の
よ

う
だ
。
施
設
も
整
備
さ
れ
充
実
し
て
い

る
か
ら
、
利
用
料
も
高
め
の
設
定
に
な

っ
て
い
る
ら
し
い
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
に
は
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
な
り
の
楽
し
み
が
あ
り
、
無
論
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
高
校
登
山

部
の
活
動
に
は
緑
が
な
い
。
高
校
登
山

部
に
と
っ
て
の
　
「
登
る
榛
名
の
キ
ャ
ン

プ
村
」
　
と
は
、
ま
さ
に
　
「
県
立
大
原
教

育
キ
ャ
ン
プ
場
」
　
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
　
「
県
立
大
原
教
育
キ
ャ
ン
プ
場
」

が
今
春
、
つ
い
に
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ

た。

「
県
立
大
原
教
育
キ
ャ
ン
プ
場
」
、
と

い
っ
て
も
「
あ
あ
、
あ
そ
こ
の
こ
と
か
。
」

と
思
い
浮
か
ぶ
人
は
数
少
な
い
こ
と
だ

ろ
う
。
榛
名
富
士
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
山

麓
駅
東
側
、
旅
館
や
土
産
物
屋
の
更
に

奥
ま
っ
た
所
、
標
名
山
沼
ノ
原
に
あ
る
、

粗
末
な
水
場
と
ト
イ
レ
が
あ
る
だ
け
の
、

全
く
一
般
に
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
キ

ャ
ン
プ
場
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
昨
年
度
の
利
用
件
数
は
わ
ず
か
に

6
件
だ
け
だ
っ
た
そ
う
な
。
そ
れ
で
は

財
政
支
出
削
減
の
潮
流
の
中
で
は
生
き

残
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
事
か
も
し
れ
な

ヽ
●
　
○

し
か
し
、
高
校
登
山
部
の
活
動
に
お

い
て
は
、
非
常
に
重
要
な
施
設
で
あ
る
。

三
年
に
一
度
で
は
あ
る
が
県
高
校
総
体

登
山
大
会
の
主
会
場
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
　
「
県
立
大
原
教
育
キ
ャ
ン
プ

場
」
　
は
今
、
水
場
も
ト
イ
レ
も
撤
去
さ

れ
、
植
林
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
二
年
後
、
再
び
榛
名
山
が
県
高
校

総
体
登
山
大
会
の
会
場
と
し
て
巡
っ
て

来
る
時
、
果
た
し
て
、
利
用
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
「
他
の
施
設
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
」
　
と
い
う
声
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
運
営
の
経

験
か
ら
鑑
み
て
、
他
の
施
設
は
諸
々
の

理
由
か
ら
不
十
分
な
の
だ
。

仕
事
柄
、
他
県
の
公
営
キ
ャ
ン
プ
場

を
利
用
す
る
機
会
が
多
い
。
関
東
の
都

県
を
見
て
も
、
ま
さ
に
　
「
垂
涯
」
　
の
県

営
キ
ャ
ン
プ
場
を
少
な
く
と
も
一
カ
所

は
備
え
て
い
る
。
保
有
し
て
い
な
い
県

は
…
…
辞
馬
だ
け
、
と
は
言
い
過
ぎ
だ

ろ
う
か
。
か
つ
て
、
谷
川
岳
マ
チ
ガ
沢

の
教
育
キ
ャ
ン
プ
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

豪
雪
や
ら
厳
し
い
自
然
条
件
下
で
施
設

維
持
が
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
察

し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
辞
馬
を
代

表
す
る
山
岳
で
あ
る
谷
川
岳
山
麓
に
は

キ
ャ
ン
プ
場
は
実
在
し
て
い
な
い
。
赤

城
山
は
ど
う
か
。
前
橋
市
立
赤
城
少
年

自
然
の
家
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
あ
る
。
し

か
し
大
沼
北
岸
の
県
営
キ
ャ
ン
プ
場
は

ど
う
か
。
妙
義
山
麓
は
ど
う
か
、
武
尊

山
麓
は
ど
う
か
、
草
津
白
根
山
麓
、
日

光
白
根
山
麓
、
四
阿
山
麓
、
浅
間
山
麓
、

尾
瀬
は
ど
う
か
。
野
反
湖
に
は
…
‥
素

晴
ら
し
い
村
営
　
（
県
営
か
ら
村
営
に
移

管
さ
れ
た
）
　
キ
ャ
ン
プ
場
は
あ
る
が
。

保
護
者
の
同
行
し
な
い
高
校
登
山
部

の
活
動
は
、
自
力
で
背
負
い
上
げ
た
物

だ
け
で
賄
い
、
水
は
汲
む
だ
け
、
洗
剤

は
使
わ
ず
食
器
は
紙
で
拭
き
取
る
だ
け
。

生
ゴ
ミ
は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
は
全
て
持

ち
帰
る
。
発
電
機
や
電
化
製
品
な
ど
持

ち
込
む
は
ず
も
な
く
、
夜
遅
く
ま
で
騒

ぐ
わ
け
で
も
な
い
。
ま
さ
に
ロ
ー
イ
ン

パ
ク
ト
、
省
エ
ネ
の
手
本
と
し
て
見
習

う
べ
き
こ
と
が
数
々
あ
る
と
自
負
し
て

い
る
。
し
か
し
、
如
何
と
も
し
が
た
い

の
が
ト
イ
レ
問
題
で
あ
る
。
「
持
ち
帰
り
」

が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
る
目
が
や
が
て

は
訪
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状

で
は
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
山
中
で
宿
泊
す
る
に
は
、
高
校
生

に
と
っ
て
は
経
済
的
負
担
の
大
き
い
山

小
屋
や
旅
館
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

利
用
す
る
よ
り
他
に
道
は
な
く
、
さ
も

な
け
れ
ば
人
目
を
忍
ん
で
テ
ン
ト
を
張

り
、
人
目
を
忍
ん
で
用
を
足
し
て
は
ピ

ン
シ
ュ
ク
を
買
う
羽
目
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
高
校
登
山
部
は
片
隅
へ
と
追



平成18年11月8日（4）第86号

◆〃

まんぐ畠山

い
や
ら
れ
、
や
が
て
は
排
除
さ
れ
、
活

動
不
能
に
陥
る
こ
と
は
明
白
だ
。

し
か
し
今
、
「
偉
大
な
る
教
師
」
　
で
あ

る
自
然
の
中
で
の
野
外
活
動
、
登
山
活

動
が
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
し
よ
う

と
す
る
青
少
年
健
全
育
成
に
お
い
て
、

そ
の
有
効
性
・
有
用
性
が
高
く
評
価
さ

れ
、
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
欧

米
に
お
い
て
は
、
「
必
須
科
目
」
　
と
し
て

位
置
づ
け
る
所
も
あ
る
と
も
聞
い
て
い

る
。
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
中

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
で
あ
る
か
ど

う
か
が
そ
の
人
気
の
尺
度
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
ま
た
、
高
額
な
収
入
を
得

る
ス
タ
ー
選
手
を
生
み
出
す
ス
ポ
ー
ツ

の
人
気
も
依
然
と
し
て
高
い
。
残
念
な

が
ら
登
山
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
な
じ

ま
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
高
額
収
入
は

望
む
べ
く
も
な
い
。
だ
が
、
「
人
気
」
と

「
金
」
、
そ
れ
だ
け
が
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

基
準
で
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、
ま
し
て

や
　
「
文
化
的
要
素
」
　
を
も
併
せ
持
つ

「
登
山
」
　
が
そ
の
教
育
的
効
果
に
お
い
て

再
認
識
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
。

そ
の
認
識
の
上
で
、
青
少
年
の
野
外
活

動
、
登
山
活
動
の
場
を
保
障
す
る
た
め

に
、
「
採
算
性
」
　
で
は
な
く
「
未
来
へ
の

投
資
」
　
と
し
て
、
「
山
岳
群
馬
」
　
の
目
指

す
方
向
と
し
て
公
営
キ
ャ
ン
プ
場
施
設

の
確
保
、
拡
充
を
望
み
た
い
。

平
成
十
八
年
度
雪
上
技
術
講
習
会
が

四
月
二
十
六
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
る
谷
川
岳
マ
チ
ガ
沢
出
合
に

午
前
八
時
集
合
。
指
導
委
員
会
の
方
々

か
ら
挨
拶
の
後
、
初
級
（
受
講
者
九
名
。

講
師
は
太
田
山
岳
会
の
久
保
田
氏
・
武

井
氏
、
墳
町
山
の
会
の
吉
田
直
人
氏
、

ミ
ヤ
マ
山
岳
会
の
阿
部
氏
）
・
中
級
（
受

講
者
六
名
。
講
師
は
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ

ド
の
田
中
氏
・
角
田
氏
、
桐
生
山
岳
会

の
吉
田
秀
樹
氏
）
　
に
分
か
れ
て
講
習
と

な
り
ま
し
た
。
以
下
、
私
が
受
講
し
た

初
級
の
内
容
と
感
想
を
報
告
し
ま
す
。

午
前

①
　
用
具
の
説
明

ピ
ッ
ケ
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
各
部
の
説
明

と
使
用
方
法

②
　
歩
行
技
術

つ
ぼ
足
で
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
、

直
登
・
ト
ラ
バ
ー
ス
・
方
向
転
換
・
下
り

次
に
右
の
各
動
作
を
ア
イ
ゼ
ン
を
履

い
て
実
施

③
　
滑
落
停
止
技
術

用
具
な
し
で
抱
え
込
み
停
止
技
術

次
に
ピ
ッ
ケ
ル
を
使
用
し
て

仰
向
け
足
か
ら
・
仰
向
け
頭
か
ら

う
つ
伏
せ
足
か
ら
・
同
頭
か
ら

更
に
ア
イ
ゼ
ン
を
履
い
た
状
況
で

ま
た
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
状
態
で

前
記
の
各
姿
勢
か
ら
の
停
止
動
作

午
後

④
　
確
保
支
点
の
つ
く
り
方

雪
を
掘
り
込
ん
だ
支
点

ピ
ッ
ケ
ル
を
埋
め
込
ん
だ
支
点

ブ
ッ
シ
ュ
を
埋
め
込
ん
だ
支
点

ス
タ
ッ
フ
バ
ッ
グ
や
コ
ン
ビ
ニ
の
袋

を
利
用
し
た
埋
め
込
み
支
点

⑤
　
ス
ダ
ン
テ
イ
ン
ク
ア
ッ
ク
ス
ビ
レ

イ
に
て

肩
ガ
ラ
ミ
の
方
法
を
検
証

ス
リ
ン
グ
を
使
っ
た
（
プ
ル
ー
ジ
ツ
ク
・

マ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
）
　
仮
固
定
の
方
法

⑥
一
補
足

耐
風
姿
勢
（
利
き
足
を
伸
ば
し
、
し
ゃ

が
み
込
ん
だ
姿
勢
で
ピ
ッ
ケ
ル
を
刺
す
）

（
午
後
三
時
こ
ろ
講
習
終
了
）

感
想

か
ね
て
か
ら
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、

当
日
は
う
ず
曇
り
で
ま
ず
ま
ず
で
し
た
。

初
級
者
コ
ー
ス
は
、
講
師
の
方
の
冗

談
を
交
え
た
講
義
で
用
語
も
か
み
砕
い

て
説
明
し
て
く
だ
き
り
、
と
て
も
判
り

や
す
く
感
じ
ま
し
た
。
終
始
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
で
し
た
の
で
、
滑
落
停

止
の
練
習
も
余
計
な
緊
張
を
す
る
こ
と

な
く
受
講
生
の
方
々
も
、
大
胆
か
つ
華

麗
な
滑
落
を
し
て
、
技
術
を
習
得
し
て

い
き
ま
し
た
。

マ
チ
ガ
沢
ま
で
行
く
途
中
に
、
雪
崩

れ
て
い
る
個
所
が
あ
り
、
帰
り
は
さ
ら

に
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
講
習
会

よ
り
、
そ
こ
を
通
過
す
る
ほ
う
が
緊
張
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．
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，
”
，
．
．
，
．
◆
．
．
◆
．
◆

し
ま
し
た
。

初
級
者
コ
ー
ス
は
2
回
目
で
す
が
、

来
期
は
中
級
者
コ
ー
ス
を
受
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
用
語
を
憶

え
た
り
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
等
、
自
宅
で

で
き
る
事
は
自
習
し
て
身
に
付
け
て
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
雪
滑
り
の
愉
－
さ
を

福
田
　
純
一

◆
”◆

◆“
◆

－●
●－

◆
－ヽ

◆”

◆

浜
の
真
砂
の
白
き
よ
り
、
清
さ
ま

ば
ゆ
さ
峰
の
雪
。
そ
の
白
銀
と
青
空

の
狭
間
を
滑
る
愉
快
さ
を
、
貴
方
も

知
っ
ち
ゃ
あ
、
み
や
せ
ん
か
。

そ
の
愉
し
さ
の
味
わ
い
に
上
手
下

手
と
は
無
関
係
、
上
手
く
滑
れ
る
こ

と
よ
り
も
出
掛
け
る
我
身
の
幸
い
と
、

山
に
身
を
置
く
爽
快
を
尊
ぶ
我
が
仲

間
。
味
の
仕
上
げ
は
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
。
締
ま
り
雪
の
快
適
は
勿
論
に

深
雪
・
新
雪
な
ん
の
そ
の
、
曲
が
れ

や
し
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
埋
ま
る
雪

面
の
抵
抗
を
あ
て
に
シ
ュ
プ
ー
ル
一

文
字
。
○
級
の
脚
前
な
ど
眼
中
に
な

く
、
話
題
は
あ
の
山
・
あ
の
ル
ー
ト
。

春
風
そ
よ
ぐ
昼
飯
に
ゃ
、
ス
キ
ィ
よ

，
ヽ
．
．
，
．
◆
；
，
ヽ
●
．
，
．
◆
〝
了
．
・
．
．
，
．
・
〝
．
，
ヽ
〝
．
，
．
・
〝
．
，
．
・
〝
．
，
ヽ
〝
．
，
．
・
．
．
●
．
◆
．
ノ
ー

り
も
ウ
イ
ス
キ
ィ
。

還
暦
を
迎
え
た
T
氏
な
ど
、
昨
年

三
月
生
ま
れ
て
初
め
て
ス
キ
ィ
を
履

い
て
、
梅
雨
前
ま
で
に
十
日
余
も
出

か
け
、
世
辞
に
も
上
手
た
ァ
言
え
な

い
が
コ
ケ
て
も
コ
ケ
て
も
懲
り
も
せ

ず
、
皆
に
　
「
愉
し
き
」
　
を
吹
聴
す
る
。

世
間
で
多
く
の
人
々
は
ス
キ
ー
と

は
ゲ
レ
ン
デ
で
乗
る
も
の
と
思
い
し

か
、
以
前
を
言
い
や
あ
そ
も
そ
も
は
、

自
然
の
山
で
雪
滑
り
が
先
に
在
り
、

そ
の
手
は
じ
め
や
練
習
を
す
る
処
を

ゲ
レ
ン
デ
と
い
う
。
脚
前
に
覚
え
の

あ
る
岳
兄
な
ら
ば
な
お
の
こ
と
、
練

習
ば
か
り
で
終
ら
ず
に
ス
キ
ィ
本
来

の
愉
し
ぎ
と
爽
快
さ
を
味
わ
い
に
、

ひ
と
つ
出
掛
け
ち
ゃ
み
や
せ
ん
か
。

今
や
早
や
、
そ
こ
や
か
し
こ
の
山

か
ら
は
積
雪
の
知
ら
せ
が
届
く
候
。

山
雪
滑
り
の
愉
し
ぎ
を
知
っ
て
し
ま

っ
た
者
達
は
、
あ
そ
こ
の
山
々
今
如

何
に
と
気
に
な
っ
て
オ
チ
オ
チ
街
に

ゃ
馨
ら
せ
な
い
。
そ
ん
な
、
白
い
粉

に
狂
っ
た
奴
た
あ
俺
達
の
こ
と
だ
あ
。

ヽ
ノ
〟
ヽ
．
◆
t
ヽ
；
”
◆
．
．
，
”
，
．
．
，
．
ヽ
．
◆
”
，
；
◆
”
ヽ
．
：
◆
●
．
◆
＼

◆

’

◆

　

〝

◆

〃

◆
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◆

○
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〝
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〃
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◆
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まんぐ畠山

七
月
二
十
二
日
　
（
土
）
・
二
十
三
日

（
日
）
　
の
二
日
間
で
国
体
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
が
行
わ
れ
た
。
選
手
は
、
少
年

男
子
が
剣
持
好
司
　
（
渋
川
高
校
）
・
青

木
大
輔
　
（
渋
川
高
校
）
・
白
石
裕
也
　
（
高

崎
工
業
高
校
）
　
の
三
名
、
少
年
女
子
が

西
山
亜
里
沙
　
（
沼
田
女
子
高
校
）
・
笠

原
千
裕
　
（
沼
田
女
子
高
校
）
・
長
谷
川

美
鈴
　
（
前
橋
女
子
高
校
）
　
の
三
名
、
成

年
女
子
は
、
法
領
田
恵
・
武
井
早
紀
・

斎
藤
き
く
代
の
三
名
で
あ
る
。

ま
ず
二
十
二
日
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競

技
が
、
今
市
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
て
行
わ
れ
た
。
午
前
中
に
少
年
女

子
と
成
年
女
子
の
予
選
が
行
わ
れ
た
。

同
じ
ル
ー
ト
設
定
で
、
グ
レ
ー
ド
は
1
1

d
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
？
　
少
年
女
子

が
ま
ず
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

競
技
が
始
ま
る
。
登
り
始
め
が
難
し
く
、

左
の
壁
か
ら
右
の
壁
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス

に
苦
戦
す
る
選
手
が
多
い
。
轄
馬
の
西

山
・
長
谷
川
の
両
選
手
は
、
ト
ラ
バ
ー

ス
は
難
な
く
こ
な
し
、
右
の
壁
の
ハ
ン

グ
を
越
え
た
あ
た
り
で
競
技
を
終
え
た
。

埼
玉
が
一
位
、
千
葉
が
二
位
で
、
鞘
馬

の
二
人
は
同
じ
く
ら
い
の
ポ
イ
ン
ト
で

総
合
四
位
で
一
日
目
の
競
技
を
終
え
る
。

三
位
の
東
京
都
と
の
差
が
僅
差
な
の
が

悔
や
ま
れ
る
が
、
翌
日
の
縦
走
に
期
待

が
か
か
る
。
次
に
成
年
女
子
の
予
選
が

行
わ
れ
る
。
武
井
は
縦
走
ク
ラ
イ
マ
ー

で
あ
る
が
、
ク
ラ
イ
マ
ー
の
経
験
は
ま

だ
浅
く
、
そ
れ
で
も
善
戦
す
る
。
斎
藤

も
初
め
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
う
ま
く
越
え

た
が
、
そ
の
先
で
競
技
を
終
え
た
。
総

合
六
位
の
成
績
だ
。
そ
の
後
ル
ー
ト
が

変
更
さ
れ
男
子
の
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

そ
し
て
競
技
が
行
わ
れ
た
。
縦
走
ク
ラ

イ
マ
ー
の
青
木
は
、
ま
ず
ま
ず
の
と
こ

ろ
で
競
技
を
終
え
る
。
続
く
白
石
に
期

待
が
か
か
る
が
、
や
や
実
力
を
発
揮
で

き
ず
に
終
る
。
総
合
成
績
4
位
、
こ
ち

ら
も
縦
走
に
期
待
を
託
す
。

翌
二
十
三
日
　
（
日
）
、
梅
雨
の
中
休
み

な
の
か
曇
り
空
で
、
気
温
も
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
く
ま
ず
ま
ず
の
天
気

だ
。
ス
タ
ー
ト
地
点
は
日
光

市
立
束
中
学
校
、
ゴ
ー
ル
は

鴫
虫
山
山
頂
で
、
距
離
は
約

四
・
八
血
、
標
高
差
は
五
二

五
m
の
登
り
だ
け
の
コ
ー
ス

で
あ
る
。
計
量
が
行
わ
れ
次

第
に
緊
張
が
高
ま
る
。
成
年

女
子
、
少
年
男
子
・
女
子
一

斉
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
少
年
男

子
の
剣
持
か
い
い
ス
タ
ー
ト

を
切
る
。
ゴ
ー
ル
地
点
に
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
ス
タ
ー
ト
を
見
送
っ
て
競

技
終
了
点
に
移
動
す
る
。
ゴ

ー
ル
の
山
頂
か
ら
は
別
ル
ー

ト
で
各
県
ご
と
に
ま
と
ま
っ

て
下
山
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

選
手
た
ち
が
な
か
な
か
姿

を
現
さ
な
い
。
結
果
が
ど

う
な
っ
た
か
、
他
県
の
選

手
や
監
督
か
ら
情
報
を
得

よ
う
と
す
る
が
思
う
よ
う

に
は
情
報
が
入
っ
て
こ
な

い
。
や
が
て
、
や
っ
と
鞘

馬
の
選
手
達
が
姿
を
見
せ

る
。
ま
ず
は
お
疲
れ
様
。

控
え
の
選
手
達
が
出
迎
え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の

順
位
が
次
第
に
分
か
っ
て

く
る
が
、
他
県
と
の
比
較

が
ど
う
な
の
か
分
か
ら
な

い
。
男
子
は
剣
持
が
2
位

に
入
る
健
闘
を
見
せ
た
。

少
年
女
子
は
笠
原
が
持
病

の
ヘ
ル
ニ
ア
が
出
た
が
そ

れ
で
も
完
走
す
る
。
み
ん
な
よ
く
頑
張

っ
て
く
れ
た
。
期
待
と
不
安
を
抱
き
つ

つ
閉
会
式
会
場
へ
と
移
動
す
る
。
し
か

し
な
か
な
か
確
実
な
情
報
が
分
か
ら
な

い
ま
ま
閉
会
式
を
迎
え
た
。

結
果
は
、
成
年
女
子
総
合
成
績
六
位
、

少
年
女
子
三
位
タ
イ
　
（
ポ
イ
ン
ト
差
で

国
体
出
場
は
な
ら
ず
）
、
少
年
男
子
一
位

で
国
体
出
場
権
を
つ
か
む
。
今
年
は
、

少
年
女
子
の
出
場
枠
が
3
で
、
国
体
出

場
の
期
待
が
高
か
っ
た
の
だ
が
、
ほ
ん

の
僅
差
で
涙
を
の
ん
だ
。
し
か
し
各
選

手
が
自
分
の
持
て
る
力
を
発
揮
し
頑
張

っ
て
く
れ
た
。
一
方
少
年
男
子
は
関
プ

ロ
通
過
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

渋
川
高
校
の
青
木
・
剣
持
の
二
人
が
縦

走
一
位
を
取
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
レ
ベ
ル
は
や
や
劣
る

轄
馬
だ
け
に
、
縦
走
が
決
め
手
と
な
っ

た
。
成
年
女
子
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
力

が
今
後
は
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
形
で
関
プ
ロ
は
終
了
し

た
。
少
年
男
子
は
本
国
体
に
向
け
て
始

動
し
て
い
る
。
成
年
男
子
と
共
に
好
成

績
を
お
さ
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
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第
三
回
自
然
植
物
観
察
会
が
、
二
〇

〇
六
年
七
月
二
十
三
日
、
尾
瀬
の
自
然

と
植
物
に
関
心
の
深
い
登
山
者
を
集
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
登
山
者
十

五
名
、
関
係
役
員
十
名
と
参
加
者
は
少

な
め
で
し
た
が
、
恵
ま
れ
た
充
実
し
た

観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
植
物
に

つ
い
て
斎
藤
次
江
氏
、
野
鳥
に
つ
い
て

は
荻
原
哲
也
氏
　
（
と
も
に
松
井
田
山
岳

会
）
　
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
思
い

ます。コ
ー
ス
は
、
大

清
水
登
山
口
を
午

前
七
時
三
十
分
に

出
発
し
、
一
ノ
瀬

休
憩
所
⊥
二
平
峠

～
尾
瀬
沼
休
憩
所

～
大
江
湿
原
～
小

淵
沢
田
代
～
大
江

湿
原
～
尾
瀬
沼
休

憩
所
⊥
二
平
峠
～

大
清
水
登
山
口
の

ピ
ス
ト
ン
で
し
た

が
、
楽
し
い
山
行

が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
時
あ

た
か
も
高
山
植
物

の
花
の
最
盛
期
で
、
尾
瀬
沼
か
ら
大
江

湿
原
で
観
察
さ
れ
た
花
は
、
ヒ
オ
ウ
ギ

ア
ヤ
メ
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ト
キ
ソ

ウ
、
サ
ワ
ラ
ン
、
オ
ゼ
ヌ
マ
ア
ザ
ミ
、

コ
バ
ボ
ウ
シ
な
ど
で
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
の
黄
色
は
鮮
や
か
で
し
た
。
ま
た
、

大
江
湿
原
か
ら
小
淵
沢
湿
原
ま
で
の
森

林
帯
で
は
野
鳥
の
種
類
が
多
く
、
鳴
き

声
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
小
淵

沢
田
代
の
す
っ
き
り
し
た
所
に
飛
び
出

す
と
、
そ
こ
は
夏
の
尾
瀬
と
は
思
え
な

い
静
か
な
と
こ
ろ
で
、
目
の
前
に
日
光

白
根
山
や
周
辺
の
山
々
が
よ
く
見
え
、

湿
原
に
は
イ
ン
コ
ウ
カ
、
タ
テ
ヤ
マ
リ

ン
ド
ウ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ワ
タ
ス

ゲ
な
ど
が
辞
生
し
て
咲
い
て
い
る
と
て

も
き
れ
い
な
所
で
し
た
。
そ
こ
で
昼
食

を
と
り
自
然
の
美
し
き
を
満
喫
し
て
か

ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

帰
り
道
は
少
し
雲
が
出
て
き
ま
し
た

が
雨
は
降
ら
ず
、
私
た
ち
も
少
し
早
足

で
下
山
し
ま
し
た
。
予
定
よ
り
一
時
間

半
も
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
天
候

に
恵
ま
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
と
も
高
山

植
物
の
花
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
た
め
か
、

苦
情
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
回
は
も
っ
と
し
っ
か
り
し
た

計
画
を
立
て
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
参

加
し
て
頂
き
、
自
然
保
護
へ
の
理
解
を

更
に
深
め
ら
れ
る
楽
し
い
山
行
の
開
催

を
心
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
醒
団
体
紹
介

群
　
馬
　
ミ
　
ヤ
　
マ
　
山
　
岳
　
会

「
轄
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
」
　
は
大
隈
宏

創
立
会
長
の
命
名
で
す
。
「
ミ
ヤ
マ
」
　
は

赤
城
山
・
榛
名
山
・
妙
義
山
の
い
わ
ゆ

る
上
毛
三
山
を
さ
す
「
三
山
」
　
で
あ
り

ま
す
が
、
「
御
山
」
と
も
「
深
山
」
と
も

「
美
山
」
と
も
書
け
る
、
と
す
る
の
が

「
山
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
己
を
愛
す
」

を
人
生
哲
学
と
し
た
大
隈
の
山
へ
の
姿

勢
で
も
あ
り
、
由
来
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
隈
の
基
本
哲
学
を
基
本
理
念
と

し
て
、
本
会
は
一
九

五
二
年
（
昭
和
二
十
七

年
）
四
月
に
発
足
し
ま

した。現
在
の
会
員
数
は

四
十
名
で
、
現
役
は

七
名
。
二
〇
〇
一
年

の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
東
壁

で
の
遭
難
以
降
、
活

動
は
縮
小
し
、
長
期

の
合
宿
は
行
え
ず
、

週
末
の
個
人
山
行
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
会
の
方
針
で
あ

る
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
・
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
の
活
動
は
、
常
々

考
え
て
い
ま
す
。
会
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まん▲
ぐ畠山

員
の
三
名
が
遭
難
対
策
救
助
隊
で
活
動

し
、
二
〇
〇
五
年
の
辞
馬
県
山
岳
連
盟

ナ
ン
ガ
バ
ル
バ
ッ
ト
登
山
隊
で
は
三
名

の
会
員
が
頂
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。
行

事
は
、
秋
の
裏
妙
義
で
行
う
飯
合
血
祭
り
、

岳
連
行
事
へ
の
参
加
な
ど
で
す
。

よ
り
豊
か
な
山
行
を
実
践
す
る
た
め

に
、
基
礎
か
ら
自
分
達
で
作
っ
て
い
る

ク
ラ
ブ
で
す
。
佐
藤
理
事
長
宅
で
月
二

回
会
合
を
開
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
山
岳
会
は
昭
和
六
年
六
月

に
も
た
れ
た
　
「
高
崎
山
岳
倶
楽
部
の
創

立
に
関
す
る
発
起
人
会
」
　
に
始
ま
る
。

渡
辺
剛
を
会
長
と
し
て
総
勢
三
十
三

人
で
活
動
を
し
始
め
た
。
創
立
の
六
月

に
神
津
牧
場
・
荒
船
山
、
七
月
に
裏
妙

連
絡
先

〒
3
7
0
－
0
0
4
6

高
崎
市
江
木
町
1
1
7
0

T
E
L
＆
F
A
X

0
2
7
－
3
2
5
－
3
5
0
3

又
は

0
8
0
－
1
2
2
8
－
1
5
2
8

ロ
ー
ヨ
a
i
〇
一

C
a
Z
u
S
a
d
a
．
阜
N
N
．
C
の
㊥
d
O
C
O
ヨ
0
．

つ
の
．
j
p

義
山
山
塊
、
八
月
に
は
当
時
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
谷
川
岳
に
地
元
の
案
内

人
を
雇
っ
て
登
山
す
る
と
い
う
時
代
で

あ
っ
た
。
ま
た
市
役
所
と
共
催
で
青
年

団
を
指
導
し
、
四
日
間
か
け
て
尾
瀬
沼

か
ら
中
禅
寺
湖
を
踏
破
し
大
い
に
気
勢

を
上
げ
て
い
る
。
会
員
各
個
人
の
山
行

で
は
角
落
山
を
中
心
と
す
る
烏
川
源
流

域
の
開
拓
・
ル
ー
ト
整
備
を
し
世
間
に

紹
介
し
た
。
更
に
上
信
国
境
走
破
、
積

雪
期
の
上
越
国
境
や
北
ア
ル
プ
ス
で
経

験
と
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。
特

に
丁
須
の
頭
の
初
登
撃
は
高
く
評
価
さ

れた。戦
時
中
は
わ
ず
か
な
活
動
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
　
「
高
崎
山
岳

会
」
　
に
名
称
を
改
め
、
地
域
山
岳
会
と

し
て
地
域
住
民
に
正
し
い
登
山
の
啓
蒙

啓
発
と
普
及
・
遭
難
防
止
を
図
る
役
割

を
自
覚
し
、
講
習
・
講
演
会
、
映
画
会

な
ど
の
活
動
を
し
た
。

こ
の
間
、
よ
り
一
層
の
困
難
を
求
め
、

挑
戦
す
る
と
い
う
「
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
の

考
え
」
　
の
も
と
に
、
先
鋭
的
か
つ
幅
広

い
登
撃
登
山
を
四
季
を
通
じ
て
行
い
、

厳
冬
期
の
一
ノ
倉
沢
や
幕
岩
周
辺
の
初

登
撃
を
し
る
し
た
が
、
昭
和
三
十
六
年

の
マ
チ
ガ
沢
東
南
稜
、
昭
和
四
十
年
の

一
ノ
倉
沢
滝
沢
下
部
直
登
ル
ー
ト
～
第

一
ス
ラ
ブ
～
ド
ー
ム
中
央
壁
終
了
後
革

付
か
ら
墜
落
、
昭
和
四
十
二
年
八
ヶ
岳

地
獄
谷
上
権
現
沢
で
の
雪
崩
遭
難
で
会

員
六
名
を
失
い
、
活
動
を
自
粛
す
る
に

至
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
、
会
員
の
夢
は
ブ
ー

タ
ン
へ
の
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ

ン
へ
と
な
り
、
ビ
ザ
発
給
内
意
ま
で
漕

ぎ
つ
け
た
矢
先
、
国
王
暗
殺
の
政
変
に

計
画
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
通
常
的
な
山
岳
会
活
動

を
し
な
か
ら
、
地
域
山
岳
会
と
し
て
市

当
局
と
共
催
と
い
う
形
で
定
期
的
に
市

民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の

ほ
か
当
会
独
自
の
行
事
の
中
に
も
一
般

市
民
の
山
岳
愛
好
家
が
参
加
で
き
る
行

事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
々

に
山
の
楽
し
み
方
や
新
し
い
登
山
技
術

の
指
導
を
地
道
に
繰
り
返
し
行
い
、
平

成
十
四
年
に
は
社
会
体
育
の
普
及
振
興

に
尽
力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
県

教
育
委
員
会
の
表
彰
を
受
け
る
な
ど
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

会
長
＝
黒
川
篤
、
理
事
長
＝
新
井
邦

光
、
理
事
＝
萩
原
俊
彦
、
高
田
昭
、
事

務
局
＝
阿
久
津
清
子
　
（
連
絡
先
、
高
崎

市
島
野
町
六
八
～
五
一
、
電
話
〇
二
七

－
三
四
六
－
四
五
八
六
）
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子 饗 巌 緩 ∴∴ 緩 饗 謬 饗 窮ま �十十 緩穎澄 �∴ i章 ＼’∴一 緩翳 饗 �翳 緩 欝繋 翳 � �� � �∴∵∴∴∴一 ∴∴∴∴∴ ∵∴∴∴∴∴∴ ‾‾‾話ii群 議謡警護警警護i′一・一一、・一一 度 安 心．●一一〇〇〇〇〇一m．、 �饗認圏醒 �懸藷 � �� ��� ��蛾 �：葛一 髪髪萎髪 髪髪髪 � � �∴∴∴一∴ 　溺 � � 

憂鬱 �一　一十∵ 　　＿一基寄 �������1品．品目剛十一二間1－綱 ��二，ii．驚 ���一　∴ ���������� � 

桑田SSS繋 園 �� � ����一i譲二∴1－㌢一言 �懇／∴≒肇 ����� ���素案 �����豪家王手 髪髪＿＿＿＿ �垂 � 
1　　　　　　　－．　－－1　点　　　き1　111　　－－11十〇一一喜一．1－－　　　　　　　－1－1　　　　　　－諦 ����� ����� �������� � �ヽ 

／二一　一 �� � � � �シー二緩く �i〇〇〇〇〇〇〇m ●“、∴∴● ∴一一一°i一 ∴∴一一」dSS � ��　∴ 濁 ������萎髪i鬱‾　醗 ��������∴「 

∴∴∴十十⊥∴ ��′子「 ∴一∴∴「∴∴∴ ��∴∵∴ 　一・翻養護裟発老 　　　　婆 �ざ一一 議発議 �之霧へ 髭－‾‾婆 

臆　∴：一率詳言 �������� �������案1°‾誓繋 
∴∵題起筆寧日＼ ��言．二子二i∴ふ宣言。筆美髪翳憂鬱懇髪髪 ������髪髪髪髪蒙萎髪髪　　　　言古，－∴：言ノ ����� 

（存）山とスキーの庸葎　躍
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：∴∴ �������ー／ �圏 ��� � �� � � �；うち一‾ 湘∴ 
ー　／　　　　　　〇一1　　－　　一　一一／∵∵■一一一一一　一一／一・〇i ������ �一一謙一・糞一‾ ∴∵一一ii∴ ∴一∴∴ 　震 　雲を； 萎髪 富一髪家 持頚 鋸一 一饗 、∴∵∴「蕊「 ン一法．想 ′iii、溺擬 言上∴一日∴ 鰹饗 ∴ 難熊．〇〇〇m 鯖怨、 礎溝弾的髄鞘撥 

善言三＿ …髪霊‾ 髪一・一一 髪一・一、一1－1 緩撥率筆㌢千手 十十 ������������翳・一題整髭餐 翳 髪麹顕彰髪覆 う多‾ 妾．雲乏i ／ライ‾ 髪憂鬱覆覆 髪髪 髪参 ＿一書家蚕一 萎；善 言∴ そ珍‾ ��／ 

∴子 �������話 題塗饗 ヽ 駆一章一 驚註註 ∴†「、 ������� �躍擬．＿1．擾翳＝ 1－－謝＿擬 ∴∴∵ 鬱饗懇 話 

国　子撥譲漕経清畠㌢予告閉園：薯寄書遼遠離驚・書芸素顔較誓享洋二易　∴著聞鰭1日∴．1． 
諾笠置誉謹嵩誓豊子∵・宮　一・一男・艦纏缶詰一．諸・・才」等韻事tL臨画一言おiタ霜つ　と亭∴∴　一一・言一i；∴∴∴‾？乱立．膏一缶　　　　　　　，　　看 

一議離縁綾翳轡撥霧繁∴宣誓霧翻藍：∴ 
「．羅草薙言霊宰護　国　∴雷∵‾ァ∴珊　∴二義露‘潔鵠麟号　音∵ 

′　　　　義 　　　　子∴子 　　　鸞 ��������������� � �∴／ 母 子00重 宇喜田 ��　　　∴ 霊題額籍圏蘭 　l －‘≠”鵜 ー－●、 

●iY：一 歴史 書 �����、：∵∴＼ ヽ 本 ��、∴∵一㌧∴∴「∴＿ 信 社群 ���老一・一家 翳翳翳鬱翻閥駿 用 馬／ ��・）1－、 ∴∴∴∴； 技 、沼田市 ��∴ ∴ 
∵子や「　∵ �※繁務懸鬱綴懸 　　■：1－－．．1・i �∴一∴∴一∴一一∴一∴一∴…　∴∴ 擬態綴綴態 ��l ・縫麗騒 、、∴〃● �∴∴∴∴玉∴∴∴∴∴∴・÷∴三蓋∴玉手 

琵連二．藍喜怒 ��∴　　　∴∴∴∴一∴∵．．∴∴一十㌧∴　∴．∴∴ 
孝を多度孝姦奏者 

！衆　　　一 �� 

躍欝拝聞謹！夏賢二二三子。＝亮墓誌議緩緩懸緩繋※馨撥≡鸞塗塗婆蓋蓋董董輩董璽醸 

寓屋建設グループ 
をもって、21世紀の人間と環境を考える。 　総合建設業 

〇　寓屋建設株式会社 
会　長　星　野　　光 

、町1756－2　TEL0278－23－4648（代）　FAX0278－24－3371 
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